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10/21 10/28 　　11/ 6観察日時 11川 12/ 2
　圀ブラジル人　　囚日本人十ブラジル人　図日本人
図4　遊びのエピソードの構成員（ジェニオールの場合）
　b）遊びの構成員　全てのエピソードのジュニ才－ル以外の参加者（遊びの構成員）を
関別に分類したものを表引こ,それをグラフ化しかものを図いこ示しか。図からジュニオー
ルはブラジル大［司士で遊んでいることが多《，しかも月日を経過する毎にその割合が高《
なってきている。保育園関係者の話によると，ジュニオールが大園するまでは，クラス内
に複数のブラジルの子どもが在籍していても，ブラジル大㈲上が閉鎖的な小集団を作るこ
とはなかったとのことである。しかし，日本語ができず，また体も大きく目立つ存在であ
るジュニ才－ルが自分の周囲にブラジル大を従えるようになり（彼はいわゆるが牛大将タ
イプである）,結果的に彼の入園を契機にこのようなブラジル人幼児の小集団が出来上がっ
てしまったのである。ジュニ才－ルが従えている子どもは日本語もうま《（いわゆるバイ
リンガ利，ジュニ才－ルが側にいないときは日本人の子どもだちと対等に遊ぶこともあ
る。ジュニ才－ルは歌などで片言の日本語も獲得しつつあったのだが，ブラジル人の集ほ|
を構成したことで日本語の獲得は停滞を来していた。しかし，集団適応という観点からす
れば，母目語の使用が可能な仲間の存在はポジテイブに影響していたといえよう。わずか
ではあるが，ジュニオールと日本人の子どもとの関わりもみられるが，この場合の遊びの
内容はしゃれ合い等の言葉をあまり必要としないものであった。
　ミカエリとジュニオールの異文化適応過程の比較　ミカエリは既に集団生活を経験して
いたことや片言の日本語を入園時に理解できたこと，また家庭においても㈲しように日本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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の小学校に就学した兄がいること，また，父親も日本語を少し理解できたことなど，集団
生活も日本語に対しても全くはじめての体験ではない。そのために，初期の適応過程は非
常に順調であり，園関係者の話からもなんら不適応のサインも示されていない。
　一方，ジュニオールの場合は，両親ともに日本語が使えないため，家庭ではポルトガル
語のみの生活を過ごしていると推測される。幼児の場合，一般的には比較的はや《第二言
語を習得していくのであるが，彼の場合，同年齢のB系ブラジル人男児Tと親密な仲間関
係を形成するにつれ，特定のブラジル人幼児を中心とする（了およびn月にジュニ才－ル
のクラスに再転入してきたG）閉鎖的な小集団を形成し，彼らだけで主にポルトガル語を
使用して遊ぶようにかっている。TやGはバイリンガルであるので，ジュニ才－ルがいな
い場面では流暢な日本語を使うことができるのだが，日本語加全《できないジュニ才－ル
に引きずられ,園内でのポルトガル語の使用が急激に増加していったのである。ジュニオー
ルと日本の子どもとの関わりは全《ないわけではないが時間の経過とともに減少する傾向
にあった。また，実際の観察の記述データから, Tが側にいないとジュニオールがTを探して側に呼び寄せる場面も何度かみられた。母目語であるポルトガル語が仲間関係では十分通用するのでその分ジュニ才－ルの日本語の獲得には時間かかかっている。また，ジュニ才－ルだけではな《両親も日本語の獲得がスムーズにいってはいないので，母国での日本文化に触れた経験の絶対量がミカエリの家族とは著しく異なっていたのであろう。
　ジュニ才－ルの初期の異文化適応過程はミカエリだけではなく，このI保育園に在籍す
る他の日系ブラジル人幼児と比べても特異なものである。しかし，逆の観点からみれぱ，
彼のように現地の言葉（この場合は日本語）をほとんど理解できなくても母目語が通用す
る仲開かいれば，文化の差によるストレスやコミュニケーションが十分ではないことから
生ずるストレスの影響をほとんど受けることがないようである。ミカエリ問様,ジュニオー
ルもなんらの不適応行動牛豊園を嫌がる行動もみられていない。また，この千どもたちを
受け入れているI保育園の保育の内容が自由保育主体であり，設定課題でも参加を強要す
るような保母からの強い（圧力にも似だ）働きかけはない。緩やかな枠組みの中での保育
てあることがジュニ才－ルの本園への居心地をさらによくしたことだろう。
　けば［司時期に入園しながら，きわめて対比的な初期の異文化適応過程を示しか2事例を
特に観察データの数量的分析という観点から比較・考察してみた。子ども一人ひとりの個
性という個人的な側面だけではな《，子どもの背後にある家庭の異文化に対する受けとめ
や理解もまた子どもの初期の適応に影響を及ぼしていることが伺われた。
　付　　　記
　本研究を進めるにあたり，I保育園園長の清水充子先生をけじめとする職員の方列㈲
児の皆さんにはご理解とご協力を賜り圭しかことを深《感謝申し上げます。また,事例T・
2として紹介した幼児の保護者の方，およびI保育園と豊日ヨ市役所福祉部児童家庭課のご
理解にも深謝いたします。また，豊日］市福祉部児童家庭課に所属し，I保育園に補助職員
として勤務されご活躍されている長野マルシア恵先生には主たる対象児の家庭との連絡や
通訳などにおいて大変お世話になりました。記して感謝の意を表したいと思います。また，
最後に，1992年度の筆者の人間関係学部での授業（ケースメソッド：観察法）の受講生の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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皆さんにもデータの収集や分析を一部担当してもらったことを記しておきたいと思いま
す。
　また，本研究の一部は第4回日本発達心理学会，第42回東海心理学会，第35回[]本教育
心理学会において発表いたしました。
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